
公立甲賀病院だより  ６月号 

当院を受診される際は、診察カードをご持参ください（お問い合わせの際にもお手元にご用意ください）。 

★ 出前講座のお知らせ ★ 

 地域の研修会へ、医師や看護師、メディカルスタッフが医療に関する講演にうかがいます。講師料は無料です。日時や講師の調整に時間

を要しますので、3 ヶ月以上の余裕をもってご相談・ご依頼ください。 お問い合わせ先：地域医療連携部(0748－62－0234（代表）） 

 

 

 

 

 

 

★ 総合相談窓口のご案内 ★ 

下記の日時に行いますので、お気軽にご利用ください。 

日時：月～金曜日（祝日を除く）8 時 30 分～17 時 15 分 

場所：診療棟正面ホール 相談コーナー 

※当院職員にお声掛け願います。 

～COPD という病気を知っていますか？～ 

COPD と言われて、何のことだか分からない人も多いのでは？ 

COPD は chronic obstructive pulmonary disease の頭文字をとって名付けられており、日本語で言うと慢性閉塞性肺疾患となります。定義は「タバコ煙を

主とする有害物質を長期に吸入曝露することなどにより生じる肺疾患で、呼吸機能検査で気流閉塞を示し、その気流閉塞は末梢気道病変と気腫性病変がさ

まざまな割合で複合的に関与し起こる」とされています。よく分からないかもしれませんが簡単に言えば、主にたばこによって気管支や肺が傷んでしまう

病気です。以前は肺気腫とか慢性気管支炎と呼称されていましたのでそちらのほうが聞き慣れているかもしれません。ある疫学調査によればこの病気は約

500 万人いるとされていますが、実際に治療を受けている人は 25万人程度で、ほとんどの人が診断すらされていないのが現状です。その主な理由としては、

咳や痰、息切れといった症状を歳のせいと放置してしまう人が多いのと、呼吸機能検査を行わないと診断できないからです。 

さて、COPD は放っておくとどうなるのでしょうか。COPD の人は肺の老化が早くなっているため全ての患者さんがというわけではありま

せんが肺の機能が落ちていって、日常生活に支障が出たり、酸素療法が必要になったりします。また COPD の人は肺癌になったり心臓病

になったりしやすいため適切な治療と、定期的な検診がとても大切です。もし心当たりがあれば一度ご相談ください。 

呼吸器内科 医長 樋上雄一 

 

病院の理念････私たちは、個人の人格を尊重し、思いやりの心をもって 

信頼される全人的医療を実践します。 

★ 当院では、以下の職員を募集しております ★ 

募 集 職 員： 

常 勤…保健師、助産師、看護師、作業療法士 

非常勤…臨床検査技師、メディカルヘルパー、医師事務作業補助者、

保育士 

お問合わせ先：人事課（電話：0748－62－0234（代表）） 


